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   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  417/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  231/56     　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｄ  403/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/497    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １１６　
   Ａ６１Ｋ   31/4985   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/454    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １３７　



(2) JP 2017-503838 A5 2018.2.22

   Ａ６１Ｋ   31/416    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月9日(2018.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）

【化１】

（式中、
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ６－
シクロアルキルまたはＨ２Ｎ－であり；
　Ｒ２は、水素またはＲ７Ｏ－であり；
　Ｒ３およびＲ６は、独立して、水素またはフッ素であり；
　Ｒ４は、水素、Ｇ１－、Ｇ２－またはＹ－Ｌ１－（ＣＲａＲｂ）ｆ－Ｌ２－であり；
　Ｒ５は、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）ＳＯ２－、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ
）Ｃ（Ｏ）ＮＨ－またはＮＣ－であり；
　Ｒ７は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ４－Ｃ８－シクロア
ルケニル、Ｃ４－Ｃ８－シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ
環またはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、ここで、
　　Ｃ１－Ｃ６－アルキルおよびＣ１－Ｃ６－フルオロアルキルは、ハロゲン、シアノ、
オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｓＯ－、ＲｓＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｓＣ（Ｏ）Ｏ－、（Ｒｓ

）（Ｒｔ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｓＳ－、ＲｓＳ（Ｏ）－、ＲｓＳ（Ｏ）２－、（Ｒｓ）（
Ｒｔ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｓＣ（Ｏ）－、ＲｓＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｓ）（Ｒｔ）ＮＣ（Ｏ
）－、（Ｒｓ）（Ｒｔ）Ｎ－、ＲｔＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｓ）－、ＲｔＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｓ）、
および（Ｒｔ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｓ）－から選択される１、２、３、４または５個の置換
基で置換されていてもよく；
　　Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ４－Ｃ８－シクロアルケニル、Ｃ４－Ｃ８－シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環およびＭ４－Ｍ７－ヘテロ環－Ｃ１－Ｃ４アルキルは、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル、ハロゲン、シアノ
、オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｕＣ（Ｏ）Ｏ－、（Ｒ
ｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｕＳ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２－、（Ｒｕ）
（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（
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Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
ｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択さ
れる１、２、３、４または５個の置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ１０は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはＣ３－Ｃ７－シクロアルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはＣ２－Ｃ６－アルケニルであり；
　ＲａおよびＲｂは、出現するたびに、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
またはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルであり；
　Ｒｃは、出現するたびに、独立して、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シク
ロアルキルまたはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルであり；
　Ｒｓ、Ｒｔ、ＲｕおよびＲｖは、出現するたびに、独立して、水素、Ｃ１－Ｃ６－アル
キル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニルまたはＣ１－Ｃ６－ハロアルキ
ルであり；
　Ｇ１は、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２

－、Ｇ１ａＳ（Ｏ）２－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ
（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、Ｒ
ｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－Ｏ－（ＣＲａＲｂ）ｊ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－ＯＣ（
Ｏ）－、Ｇ１ａ－、Ｇ１ａＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ａ－（ＣＲａ

Ｒｂ）ｐ－Ｃ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）
－、Ｇ１ｂ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－（Ｃ
ＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ

－Ｃ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、Ｇ１ｃＣ（
Ｏ）－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｃ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－（ＣＲ
ａＲｂ）ｐ－Ｃ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロア
ルキルから選択される１、２、３もしくは４個の置換基で置換されていてもよい単環式Ｍ

４－Ｍ７－ヘテロ環であり；
　Ｇ１ａは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル
、ハロゲン、シアノ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｕＣ（Ｏ）
Ｏ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｕＳ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２－
、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒ
ｖ）ＮＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（
Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキル
から選択される１、２、３、４または５個の置換基で置換されていてもよい、アリールま
たはヘテロアリールであり；
　Ｇ１ｂは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル
、ハロゲン、シアノ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｕＣ（Ｏ）
Ｏ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｕＳ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２－
、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒ
ｖ）ＮＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（
Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキル
から選択される１、２、３、４または５個の置換基で置換されていてもよい、Ｃ３－Ｃ８

－シクロアルキルまたはＣ４－Ｃ８－シクロアルケニルであり；
　Ｇ１ｃは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル
、ハロゲン、シアノ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｕＣ（Ｏ）
Ｏ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｕＳ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２－
、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒ
ｖ）ＮＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（
Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキル
から選択される１、２、３、４または５個の置換基で置換されていてもよいＭ４－Ｍ７－
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ヘテロ環であり；
　Ｇ２は、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２

－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（
Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）

ｎ－Ｏ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、Ｇ１ａ－、Ｇ１ａＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｑ

－、Ｇ１ｂ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｑ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－（Ｃ
ＲａＲｂ）ｑ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（Ｏ
）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルか
ら選択される１、２、３もしくは４個の置換基で置換されていてもよい、縮合二環式ヘテ
ロ環またはスピロ環式ヘテロ環であり；
　Ｌ１およびＬ２は、結合、－Ｏ－、－ＮＲｃ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＲｃＮＣ（Ｏ）－、
－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃ－、－ＲｃＮＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃ－、－ＮＲｃＣ（Ｏ）
ＮＲｃ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－ＲｃＮＳ（Ｏ）２－および－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
Ｒｃ－から独立して選択され；
　Ｘは、Ｎ、ＣＨまたはＣＦであり；
　Ｙは、非置換のもしくはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２

－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（
Ｒｖ）ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、
ＲｖＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒｕ）－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１、２、３もしくは４個の置
換基で置換されていてもよい、単環式Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル、単環式Ｃ３－Ｃ８－
シクロアルケニルもしくは単環式Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環であり；または
　Ｙは、非置換のもしくはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、Ｏ２Ｎ－、ＲｕＳ（Ｏ）－、ＲｕＳ（Ｏ）２－、（Ｒ
ｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ
Ｃ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｍ－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）Ｎ－、ＲｖＣ（
Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｕ）－、（Ｒｖ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｕ）－
、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１、２、３もしくは４個の置換基で置
換されていてもよい、アリールもしくはヘテロアリールであり；または
　Ｙは、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｏ２Ｎ－、ＲｓＯ－、ＲｓＣ（Ｏ）Ｏ－、（Ｒｓ）
（Ｒｔ）ＮＣ（Ｏ）Ｏ－、ＲｓＳ－、ＲｓＳ（Ｏ）－、ＲｓＳ（Ｏ）２－、（Ｒｓ）（Ｒ
ｔ）ＮＳ（Ｏ）２、ＲｓＣ（Ｏ）－、ＲｓＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｓ）（Ｒｔ）ＮＣ（Ｏ）－
、（Ｒｓ）（Ｒｔ）Ｎ－、ＲｔＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｓ）－、（Ｒｔ）ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｓ）－
、および（Ｒｔ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｓ）－から選択される１、２、３、４もしくは５個の
置換基で置換されていてもよい、Ｃ１－Ｃ６－アルキルもしくはＣ１－Ｃ６－フルオロア
ルキルであり；
　ｆは、１、２、３もしくは４であり；または
　ｆは、－（ＣＲａＲｂ）ｆ－のそれぞれの側に結合している部分が、Ｏ、ＮＲｃ、もし
くはＬ１が結合である場合の単環式Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環の環窒素原子から選択されるな
らば、２、３もしくは４であり；
　ｈ、ｊ、ｋおよびｎは、独立して、２、３または４であり；
　ｍ、ｐおよびｑは、独立して、１、２、３または４である。）
の化合物または医薬として許容されるこの塩、エステル、アミドもしくは放射性標識形態
。
【請求項２】
　Ｒ１がＨ２Ｎ－である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ２がＲ７Ｏ－である、請求項２に記載の化合物。
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【請求項４】
　Ｒ４が、Ｇ１－またはＧ２－である、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ４がＧ１－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）ＳＯ２－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－で
あり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｇ１が、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、ＲｕＳ（Ｏ）２－、Ｇ１ａＳ（Ｏ）２－、（
Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）
ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－Ｏ
－（ＣＲａＲｂ）ｊ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－、Ｇ１ａＣ
（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ
１ｂ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－
Ｃ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ
）－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１もしくは２
個の置換基で置換されていてもよい単環式Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環であり；
　Ｇ１ａが、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ハロゲンまたはＲｕＯ－から選択される１個の置換
基で置換されていてもよい、アリールまたはヘテロアリールであり；
　Ｇ１ｂが、１または２個のハロゲンで置換されていてもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキ
ルであり；
　Ｇ１ｃが、１個のＣ１－Ｃ４－アルキルで置換されていてもよいＭ４－Ｍ７－ヘテロ環
である、
請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ４がＧ２－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－であり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｇ２が、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｑ－およびＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１個の置換基で置換されていてもよい、縮合二環
式ヘテロ環またはスピロ環式ヘテロ環である、
請求項４に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ４が、水素またはＹ－Ｌ１－（ＣＲａＲｂ）ｆ－Ｌ２－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－であり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｌ１およびＬ２が、－Ｏ－、－ＮＲｃ－および－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃ－から独立して選択
され；
　Ｙが、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル、アリールまたはＣ１－Ｃ６－アルキルである、
請求項４に記載の化合物。
【請求項８】
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　Ｒ２が水素であり；
　Ｒ４がＧ１－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－であり；
　Ｇ１が、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、ＲｕＳ（Ｏ）２－、Ｇ１ａＳ（Ｏ）２－、（
Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）
ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－Ｏ
－（ＣＲａＲｂ）ｊ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－、Ｇ１ａＣ
（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ
１ｂ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－
Ｃ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ
）－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１もしくは２
個の置換基で置換されていてもよい単環式Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環であり；
　Ｇ１ａが、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ハロゲンまたはＲｕＯ－から選択される１個の置換
基で置換されていてもよい、アリールまたはヘテロアリールであり；
　Ｇ１ｂが、１または２個のハロゲンで置換されていてもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキ
ルであり；
　Ｇ１ｃが、１個のＣ１－Ｃ４－アルキルで置換されていてもよいＭ４－Ｍ７－ヘテロ環
である、
請求項２に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１が、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－フルオロアルキルまたはＣ３－Ｃ

６－シクロアルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ２がＲ７Ｏ－である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ４が、Ｇ１－またはＧ２－である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ４がＧ１－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｏ）ＮＨ－またはＮ
Ｃ－であり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｇ１が、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８

－アルキニル、ハロゲン、シアノ、オキソ、ＲｕＳ（Ｏ）２－、Ｇ１ａＳ（Ｏ）２－、（
Ｒｕ）（Ｒｖ）ＮＳ（Ｏ）２－、ＲｕＣ（Ｏ）－、ＲｕＯＣ（Ｏ）－、（Ｒｕ）（Ｒｖ）
ＮＣ（Ｏ）－、ＲｕＯ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－Ｏ
－（ＣＲａＲｂ）ｊ－、ＲｕＯ－（ＣＲａＲｂ）ｋ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ１ａ－、Ｇ１ａＣ
（Ｏ）－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－ＯＣ（Ｏ）－、Ｇ
１ｂ－、Ｇ１ｂＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、Ｇ１ｂ－（ＣＲａＲｂ）ｐ－
Ｃ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ）－、Ｇ１ｃ－（ＣＲａＲｂ）ｈ－、Ｇ１ｃＣ（Ｏ
）－（ＣＲａＲｂ）ｐ－、およびＣ１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１もしくは２
個の置換基で置換されていてもよい単環式Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環であり；
　Ｇ１ａが、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ハロゲンまたはＲｕＯ－から選択される１個の置換
基で置換されていてもよい、アリールまたはヘテロアリールであり；
　Ｇ１ｂが、１または２個のハロゲンで置換されていてもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキ
ルであり；
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　Ｇ１ｃが、１個のＣ１－Ｃ４－アルキルで置換されていてもよいＭ４－Ｍ７－ヘテロ環
である、
請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ４がＧ２－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－であり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｇ２が、非置換のまたはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｇ１ａ－（ＣＲａＲｂ）ｑ－およびＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルから選択される１個の置換基で置換されていてもよい、縮合二環
式ヘテロ環またはスピロ環式ヘテロ環である、
請求項１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ４が、水素またはＹ－Ｌ１－（ＣＲａＲｂ）ｆ－Ｌ２－であり；
　Ｒ５が、水素、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１０Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、Ｒ１１ＳＯ２ＮＨ－、Ｒ１１ＣＨ（ＯＨ）－またはＮＣ－であり；
　Ｒ７が、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－フルオロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロ
アルキルまたはＭ４－Ｍ７－ヘテロ環であり、ここで、Ｍ４－Ｍ７－ヘテロ環は、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルまたはＲｕＣ（Ｏ）－で置換されていてもよく；
　Ｌ１およびＬ２が、－Ｏ－、－ＮＲｃ－および－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃ－から独立して選択
され；
　Ｙが、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル、アリールまたはＣ１－Ｃ６－アルキルである、
請求項１１に記載の化合物。
【請求項１５】
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イル］ベ
ンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）ベンズアミ
ド；
　２－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ
－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－｛４－［２－（モルホリン－４－イル）エチル］ピペラジ
ン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（５－メトキシピリミジン－４－イル）ピペラジン
－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（３－ヒドロキシプロピル）ピペラジン－１－イル
］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（５－クロロピリジン－３－イル）ピペラジン－１
－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（１－メチルピペリジン－４－イル）ピペラジン－
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１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－｛４－［２－（ピリジン－２－イル）エチル］ピペラジン
－１－イル｝ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－｛４－［２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチル］ピペラ
ジン－１－イル｝ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（３－クロロフェニル）ピペラジン－１－イル］ベ
ンズアミド；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）フェニル｝
エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）フェ
ニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリミジン－２－イル）ピペラジン－１－
イル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イ
ル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（４－フルオロフェニル）ピペラジン－１－
イル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（３，３－ジメチルブチル）ピペラジン－１
－イル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）フェ
ニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（シクロプロピルカルボニル）ピペラジン－
１－イル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（１，３－チアゾール－２－イル）ピペラジ
ン－１－イル］フェニル｝エタノン；
　１－｛４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イ
ル］フェニル｝エタノ－ル；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－シクロプロピル－２－（４－フェニルピペラジン－１－イ
ル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－シクロプロピル－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペ
ラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－シクロプロピル－２－［４－（２，２－ジメチルプロパノ
イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
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－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－シクロプロピル－２－（４－フェニルピペラジ
ン－１－イル）ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－シクロプロピル－２－（４－シクロプロピルピ
ペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－シクロプロピル－２－［４－（ピリジン－３－
イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－Ｎ－メチ
ルベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベン
ズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－
１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（シクロプロピルカルボニル）ピペラジン－１－イ
ル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－メチル－２－（４－フェニルピペラジン－１－
イル）ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）
－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）
－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピ
ペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－メチル－２－｛４－［２－（モルホリン－４－
イル）エチル］ピペラジン－１－イル｝ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－Ｎ－メチル－２－［４－（ピラジン－２－イル）ピ
ペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－（４－フェニルピペラ
ジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（３，３－ジメチルブチル）
ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリジン－３
－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロブチルピペラジン－１
－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
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　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリミジン－
２－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロペンチルピペラジン－
１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（２，２－ジメチルプロパノ
イル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピラジン－２
－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｓ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－
１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－（４－フェニルピペラ
ジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリジン－３
－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロブチルピペラジン－１
－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（３，３－ジメチルブチル）
ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピリミジン－
２－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロペンチルピペラジン－
１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（２，２－ジメチルプロパノ
イル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（ピラジン－２
－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－
１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－（オクタヒドロ－２Ｈ
－ピリド［１，２－ａ］ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（２－イソブチルモルホリン－４－
イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－［４－（モルホリン－
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４－イル）ピペリジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－ヒドロキシ－４－フェニルピ
ペリジン－１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロヘキシルピペリジン－
１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１－メチルピペリジン－４－イル）オキシ］－１Ｈ－イン
ダゾール－６－イル｝－Ｎ－シクロプロピル－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル
）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－
イル］－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－｛４－［（１－アセチルピペリジン－４－イル）オキシ］－３－アミノ－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル｝－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（３Ｓ）－テトラヒドロフラン－３－イルオキシ］－１Ｈ－
インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）ベンズア
ミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（３Ｓ）－テトラヒドロフラン－３－イルオキシ］－１Ｈ－
インダゾール－６－イル｝－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（３Ｓ）－テトラヒドロフラン－３－イルオキシ］－１Ｈ－
インダゾール－６－イル｝－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イル］
ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（３Ｒ）－テトラヒドロフラン－３－イルオキシ］－１Ｈ－
インダゾール－６－イル｝－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イル］
ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－｛４－［２－（モルホリン－４－イル）エチル］ピペラジン－１－イル｝ベンズア
ミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－［４－（４－フルオロフェニル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛５－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－カルバモイルフェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレー
ト；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－［４－（ピリジン－２－イル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－（４－フェニルピペリジン－１－イル）ベンズアミド；
　２－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－４－［３－アミノ－４－（シクロペンチ
ルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　１－｛５－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－
イル］－２－カルバモイルフェニル｝ピペリジン－４－カルボキサミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
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－２－（４－ベンゾイルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－［４－（シクロプロピルカルボニル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－［４－（モルホリン－４－イルカルボニル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド
；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－｛４－［２－オキソ－２－
（ピロリジン－１－イル）エチル］ピペラジン－１－イル｝ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－フェニルピペラジン
－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロヘキシルピペ
ラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（ピリジン－２－イ
ル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－ベンジルピペラジン
－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４－シクロプロピルピペ
ラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－｛４－［２－（モルホリン
－４－イル）エチル］ピペラジン－１－イル｝ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［４－（ピリジン－３－イ
ル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（ピリジン－３－イル）ピペラジン－１
－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズ
アミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）
ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（ピリジン－２－イル）ピペラジン－１
－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－｛４－［２－（モルホリン－４－イル）エチル
］ピペラジン－１－イル｝ベンズアミド；
　２－（４－アセチルピペラジン－１－イル）－４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１
－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝ベンズ
アミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）
ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（ピリジン－４－イル）ピペラジン－１
－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［（３ａＲ＊，６ａＳ＊）－５－ベンジルヘキ
サヒドロピロロ［３，４－ｃ］ピロール－２（１Ｈ）－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
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－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（３，３－ジメチルブチル）ピペラジン
－１－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－イソプロピルピペラジン－１－イル）ベ
ンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－（４－シクロペンチルピペラジン－１－イル）
ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（シクロプロピルカルボニル）ピペラジ
ン－１－イル］ベンズアミド；
　４－｛３－アミノ－４－［（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）オキシ］
－１Ｈ－インダゾール－６－イル｝－２－［４－（２，２－ジメチルプロパノイル）ピペ
ラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－［２－（シクロヘキシルオキシ）エ
トキシ］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－｛［（２Ｒ）－１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル
］オキシ｝－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－Ｎ－メチル－２－（２－フェノキシエト
キシ）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
－２－｛４－［２－オキソ－２－（ピペリジン－１－イル）エチル］ピペラジン－１－イ
ル｝ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－［４－（２，２，２－トリフルオロエチル）
ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－（３－アミノ－４－イソプロポキシ－１Ｈ－インダゾール－６－イル）－２－（４
－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（シクロペンチルメチル）ピペラジン－１－イル］
－Ｎ－メチルベンズアミド；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛５－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－
イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（メチルカルバモイル）フェニル
｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－（ピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（５－フルオロピリミジン－２－イル）ピペラジン
－１－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　イソプロピル４－｛５－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル
オキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（メチルカルバモイル）フェニル｝ピ
ペラジン－１－カルボキシレート；
　Ｎ－エチル－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベン
ズアミド；
　２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－Ｎ－メチル－４－［４－（テトラ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］ベンズアミ
ド；
　Ｎ－シクロプロピル－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イ
ルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（４－フェニルピペラジン－１－イ
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ル）ベンズアミド；
　Ｎ－シクロブチル－２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－４－［３－メ
チル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６
－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－｛２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－４－［３－メチル－４－（
テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェ
ニル｝アセトアミド；
　４－［４－（シクロペンチルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－Ｎ－エチル
－２－（４－フェニルピペラジン－１－イル）ベンズアミド；
　２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－４－［４－（シクロペンチルオキ
シ）－３－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テト
ラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル
｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　Ｎ－メチル－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリジン－３－イルメチル）ピペラ
ジン－１－イル］ベンズアミド；
　２－［４－（シクロプロピルカルボニル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチル－４－
［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾ
ール－６－イル］ベンズアミド；
　イソプロピル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テトラヒ
ドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピ
ペラジン－１－カルボキシレート；
　２－［２－（シクロヘキシルオキシ）エトキシ］－Ｎ－メチル－４－［３－メチル－４
－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
ベンズアミド；
　Ｎ－｛４－［４－（シクロペンチルオキシ）－３－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－
イル］－２－［（２－フェノキシエチル）アミノ］フェニル｝アセトアミド；
　イソブチル４－｛５－［４－（シクロペンチルオキシ）－３－メチル－１Ｈ－インダゾ
ール－６－イル］－２－（メチルカルバモイル）フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシ
レート；
　ベンジル４－｛５－［４－（シクロペンチルオキシ）－３－メチル－１Ｈ－インダゾー
ル－６－イル］－２－（メチルカルバモイル）フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレ
ート；
　Ｎ－｛４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（２－フェノキシエトキシ）フェニル｝アセトアミ
ド；
　Ｎ－｛２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－４－［３－メチル－４－（
テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェ
ニル｝アクリルアミド；
　４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－｛２－（４－シクロヘキシルピペラジン－１－イル）－４－［３－メチル－４－（
テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェ
ニル｝－２－オキソプロパンアミド；
　エチル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジ
ン－１－カルボキシレート；
　プロピル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ
－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラ
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ジン－１－カルボキシレート；
　２，２，２－トリフルオロエチル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチ
ル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－
イル］フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　２，２－ジメチルプロピル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４
－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　２－メトキシエチル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニ
ル｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛２－シアノ－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－
ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジン－１
－カルボキシレート；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛２－カルバモイル－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジ
ン－１－カルボキシレート；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛２－アセトアミド－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジ
ン－１－カルボキシレート；
　イソプロピル４－｛２－カルバモイル－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ
－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジン－
１－カルボキシレート；
　Ｎ－メチル－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（２，２，２－トリフルオロエチル）
ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－｛２－［４－（シクロブチルカルボニル）ピペラジン－１－イル］－４－［３－メ
チル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６
－イル］フェニル｝アセトアミド；
　Ｎ－｛２－（４－ベンジルピペラジン－１－イル）－４－［３－メチル－４－（テトラ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝
アセトアミド；
　イソプロピル４－｛２－アセトアミド－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ
－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジン－
１－カルボキシレート；
　イソプロピル（２－｛２－アセトアミド－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２
Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェノキシ｝エチル）
カルバメート；
　Ｎ－｛４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１
Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－［４－（ピリジン－３－イルメチル）ピペラジン－
１－イル］フェニル｝アセトアミド；
　Ｎ－｛２－［４－（３－フルオロベンジル）ピペラジン－１－イル］－４－［３－メチ
ル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－
イル］フェニル｝アセトアミド；
　Ｎ－（２－｛４－［（５－クロロ－２－フリル）メチル］ピペラジン－１－イル｝－４
－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－イル］フェニル）アセトアミド；
　４－｛２－アセトアミド－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４
－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝－Ｎ－イソプロピルピペラ
ジン－１－カルボキサミド；
　Ｎ－メチル－２－｛４－［（４－メチルフェニル）スルホニル］ピペラジン－１－イル
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｝－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－
インダゾール－６－イル］ベンズアミド；
　メチル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジ
ン－１－カルボキシレート；
　２－［４－（３－フルオロベンジル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチル－４－［３
－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール
－６－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－イソプロピル－４－｛２－（メチルカルバモイル）－５－［３－メチル－４－（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］フェニ
ル｝ピペラジン－１－カルボキサミド；
　４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（２，２，２－トリフルオロエチル）ピペラジン－
１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（２，２，２－トリフルオロエチル）ピペラジン－
１－イル］ベンゾニトリル；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛５－［３－エチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－
イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］－２－（メチルカルバモイル）フェニル
｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　２－（４－ベンジル－３－オキソピペラジン－１－イル）－Ｎ－メチル－４－［３－メ
チル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６
－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－メチル－２－［４－（３－メチルブタノイル）ピペラジン－１－イル］－４－［３
－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール
－６－イル］ベンズアミド；
　４－（シクロペンチルオキシ）－３－メチル－６－［５－（４－フェニルピペラジン－
１－イル）ピリジン－３－イル］－１Ｈ－インダゾール；
　ｔｅｒｔ－ブチル４－｛２－［（メチルスルホニル）アミノ］－５－［３－メチル－４
－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］
フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル４－｛２－（メチルカルバモイル）－５
－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－イル］フェニル｝ピペラジン－１－カルボキシレート；
　２－［４－（シクロプロピルアセチル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチル－４－［
３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－インダゾー
ル－６－イル］ベンズアミド；
　２－［４－（５－フルオロピリミジン－２－イル）ピペラジン－１－イル］－Ｎ－メチ
ル－４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－
インダゾール－６－イル］ベンズアミド；
　４－［３－メチル－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［６－（２，２，２－トリフルオロエチル）－２，６－ジ
アザスピロ［３．３］ヘプタ－２－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－［４－（２，２，３，３－テトラフルオロプ
ロピル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－［４－（３，３，３－トリフルオロプロピル
）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
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ンダゾール－６－イル］－２－［４－（２，２－ジフルオロエチル）ピペラジン－１－イ
ル］－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－Ｎ－メチル－２－［４－（２，２，３，３，３－ペンタフルオ
ロプロピル）ピペラジン－１－イル］ベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－｛４－［（３，３－ジフルオロシクロブチル）メチル］ピ
ペラジン－１－イル｝－Ｎ－メチルベンズアミド；
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－［４－（２，２－ジフルオロプロピル）ピペラジン－１－
イル］－Ｎ－メチルベンズアミド；および
　４－［３－アミノ－４－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルオキシ）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－イル］－２－｛４－［（２，２－ジフルオロシクロプロピル）メチル］
ピペラジン－１－イル｝－Ｎ－メチルベンズアミド
から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１６】
　治療有効量の請求項１に記載の化合物を、医薬として許容される担体と組み合わせて含
む、医薬組成物。
【請求項１７】
　哺乳動物における効果を選択的に調節する方法であって、有効量の請求項１に記載の化
合物を投与することを含む、方法。
【請求項１８】
　哺乳動物におけるＴｒｋＡ（トロポミオシン受容体キナーゼアイソフォームＡ）により
調節される状態または障害を処置する方法であって、有効量の請求項１に記載の化合物を
投与することを含む、方法。
【請求項１９】
　状態または障害が、骨関節炎疼痛、関節痛、神経因性疼痛、術後疼痛、腰痛および糖尿
病性神経障害、術中疼痛、がん疼痛、化学療法誘導疼痛、頭痛（群発頭痛、緊張性頭痛、
片頭痛疼痛を含む）、三叉神経疼痛、帯状疱疹疼痛、帯状疱疹後神経痛、手根管症候群、
炎症性疼痛、関節リウマチからの疼痛、結腸炎、間質性膀胱炎の疼痛、内臓痛、腎臓結石
からの疼痛、胆石からの疼痛、咽喉痛、線維筋痛、慢性疼痛症候群、視床痛症候群、卒中
からの疼痛、幻肢痛、日焼け、神経根障害、複合局所疼痛症候群、ＨＩＶ感覚性神経障害
、中枢神経障害疼痛症候群、多発性硬化症疼痛、パーキンソン病疼痛、脊髄損傷疼痛、生
理痛、歯痛、骨転移からの疼痛、子宮内膜症からの疼痛、子宮筋腫からの疼痛、侵害受容
性疼痛、痛覚過敏ならびに側頭下顎骨関節痛、炎症、自己免疫疾患、関節リウマチ、乾癬
、乾癬性関節炎、喘息、クローン病、炎症性膀胱炎、炎症性腸疾患、関節腫脹、糖尿病性
腎症、腎臓線維症、慢性腎臓疾患、がん、神経芽細胞腫、黒色腫、骨髄腫、膵臓、前立腺
、卵巣、結腸、甲状腺、肺、脳、食道、腎臓、骨および血液のがんを含む、疼痛からなる
群から選択される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　状態または障害が、骨関節炎疼痛、関節痛、神経因性疼痛、術後疼痛、腰痛および糖尿
病性神経障害、術中疼痛、がん疼痛、化学療法誘導疼痛、頭痛（群発頭痛、緊張性頭痛、
片頭痛疼痛を含む）、三叉神経疼痛、帯状疱疹疼痛、帯状疱疹後神経痛、手根管症候群、
炎症性疼痛、関節リウマチからの疼痛、結腸炎、間質性膀胱炎の疼痛、内臓痛、腎臓結石
からの疼痛、胆石からの疼痛、咽喉痛、線維筋痛、慢性疼痛症候群、視床痛症候群、卒中
からの疼痛、幻肢痛、日焼け、神経根障害、複合局所疼痛症候群、ＨＩＶ感覚性神経障害
、中枢神経障害疼痛症候群、多発性硬化症疼痛、パーキンソン病疼痛、脊髄損傷疼痛、生
理痛、歯痛、骨転移からの疼痛、子宮内膜症からの疼痛、子宮筋腫からの疼痛、侵害受容
性疼痛、痛覚過敏ならびに側頭下顎骨関節痛を含む、疼痛からなる群から選択される、請
求項１８に記載の方法。
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